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　保護司の皆様へ

　　　　南警察署長　後藤和也

　南区更生保護サポートセンターひまわり
が平成 30 年８月 24 日南区役所 1 階にオー
プンして 7 年目になります。
　更生保護サポートセンターの開設により
対象者との面接場所としての利用はもちろ
ん、保護司間の情報交換、新任保護司とベ
テラン保護司との意見交換など交流の機会
が今まで以上に増えました。
　また各部会、更生保護女性会、他団体と
の 打合せを通じで保護司会活動の活性化
が図られ更生保護の拠点としての役割を果
たしており、サポートセンターは行政機関
と一体となり安全で安心できる南区づくり
の一翼を担っているように感じています。
　これからも関係機関、団体や保護司協力
会の皆様のお力添えをいただきながら更生
保護活動の推進に努めてまいります。

　　　ごあいさつ

　
 名古屋保護観察所長　調子康弘

　安心 ・安全で快適な

　まちの実現

　　　　南区長　作田宏幸

　　南保護区保護司会の皆様におかれまし
ては、日頃から更生保護の活動に御尽力い
ただき、感謝申し上げます。
　昨年は大津の事件があり、面接場面での
安心を目指し「複数担当の推進」と「自宅
以外の面接場所の確保」を中心に取り組み
ました。昨年度の保護観察の複数担当は前
年度の３～４倍となりました。今年も引き
続き取り組んでまいります。
　また、 本年度の社明運動は第７５回で
す。これを機に名古屋グランパスエイト様
の御協力を得て、同チームの選手に参加い
ただく短い動画を作成します。幅広い愛知
県民の方々に更生保護に関心を持っていた
だくことを目指します。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げま
す。

　南保護区保護司会の皆様には、 平素か
ら、崇高なボランティア精神のもと、更生
保護活動や青少年の非行防止活動に献身的
に取り組まれ、心から敬意と感謝を申し上
げます。
　昨年度も、警察との合同夜間パトロール
や薬物乱用防止の啓発活動を行っていただ
くなど、本来の立ち直り支援活動の他、犯
罪の未然防止にもご尽力をいただきまし
た。
　南警察と致しましても、南区の皆様の安
全安心の確保のためには、犯罪の抑止、検
挙だけではなく、立ち直り支援や非行を生
まない地域づくりという側面も大変重要な
取り組みと考えています。
　今後もより一層の連携とご協力をお願い
します。

　南保護区保護司会の皆様には、日頃から
更生保護活動や地域におけるパトロールな
どの犯罪予防活動にご尽力、ご協力をいた
だきまして、心から感謝を申し上げます。
　南区では、区の将来ビジョンである「ひ
まわりビジョン２０２８」をもとに、住み
たい・住み続けたいと実感できる魅力ある
まちとなるよう、「こころのかよう、あた
たかいまち南区」をめざして取り組みを進
めています。
　その一環として掲げている「安心・安全
で快適なまち」の施策推進には保護司会の
皆様のお力が必要不可欠なものと思ってお
ります。
　今後も保護司会の皆様と連携を図ってま
いりたいと考えておりますので、ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。　

　南区更生保護サポートセンター

　　　　　　　　　　ひまわり　
 南保護区保護司会長　藤井一夫



3　南保護区保護司会だより ひまわり 第 10 号

　

南
保
護
区
保
護
司
会
か
ら
は
石
田
牧

子
さ
ん
（
明
治
学
区
）、
石
川
来
民
造

さ
ん（
笠
寺
学
区
）、山
盛
和
美
さ
ん（
柴

田
学
区
）、
山
田
好
恵
さ
ん
（
道
徳
学

区
）
が
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

を
、
山
田
宏
さ
ん
（
明
治
学
区
）、
横

井
良
典
さ
ん
（
春
日
野
学
区
）、
鏡
味

道
子
さ
ん
（
笠
寺
学
区
）
が
中
部
地
方

更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
を
受
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
15
日
（
金
）　

午
後

０
時
40
分
か
ら
愛
知
県
更
生
保
護
大
会

が
岡
谷
鋼
機
名
古
屋
公
会
堂
に
お
い

て
、
更
生
保
護
関
係
者
約
９
５
０
名
が

一
堂
に
会
し
式
典
を
挙
行
し
功
労
者
の

顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
の
挨
拶
に
続

き
、
令
和
６
年
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受

彰
し
た
宮
川
委
久
代
さ
ん
（
伝
馬
学

区
）
が
壇
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
更
生
保
護
大
会
　
　
　
　
　

  

令
和
六
年
度

宮川委久代さん（右から６人目）

岡
谷
鋼
機
名
古
屋
公
会
堂

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

前列左から宮川委久代さん、保護司会長、観察所長

南
区
推
進
大
会

令
和
６
年
６
月
28
日
第
74
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
南
区
推
進
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
菅
原
名
古
屋
保
護
観
察
所
社
会
復

帰
対
策
官
か
ら
小
杉
南
区
長
へ
伝
達
さ

れ
た
後
、
推
進
委
員
長(

南
区
長)

あ

い
さ
つ
、
名
古
屋
保
護
観
察
所
長
、
南

警
察
署
長
挨
拶
に
続
き
第
73
回｢

社
会

を
明
る
く
す
る
運
動｣

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
南
区
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
大
江
中

学
校
３
年
川
村
さ
ん
と
明
治
小
学
校
６

年
坂
野
さ
ん
の
朗
読
、
大
会
宣
言
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

区
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
ミ

オ
ー
、
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て
来
所

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
啓
発
用
ひ
ま
わ
り
の

種
、
絆
創
膏
を
配
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
11
月
17
日
道
徳
公
園
一
帯

で
区
民
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
会
ブ
ー
ス
で
は
保
護
司
会
の

紹
介
と
薬
物
乱
用
防
止
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
と
弊
害
を
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
ク
イ
ズ
と
子
供

さ
ん
達
を
対
象
に
し
た｢

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん

｣

お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
お
土
産
に
色
鉛
筆
、

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
瓦
せ
ん
べ
い
、
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

毎
回
好
評
の
み
か
ん
の
目
方
当
て

コ
ー
ナ
に
は
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
参
加
を
頂
き
大
盛
況
の
内
に
終
え

ま
し
た
。

子
供
達
は｢

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん｣

と
握
手

し
た
り

一
緒
に

写
真
を

撮
っ
た

り
し
て

楽
し
く

遊
ん
で

い
ま
し

た
。

南
区
民
ま
つ
り

南区役所玄関ロビーにて

南区民まつり（道徳公園）
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南
保
護
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沿
革
と
活
動
の
紹
介

沿
革
と
活
動
の
紹
介

保
護
司
協
力
会
総
会
は
6
月
に
保
護
観

察
所
長
、
南
区
長
、
南
警
察
署
長
を
来

賓
に
迎
え
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

（2016

）
年
か
ら
南
区
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。昭

和
58 (1983

）
年
に
法
務
省
か
ら

「
犯
罪
予
防
活
動
モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
さ
れ
、
特
に
大
磯
学
区
で
は
地
域
総

ぐ
る
み
で
多
彩
な
行
事
を
繰
り
広
げ
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
こ
れ
を
記
念

し
昭
和
59 (1984

）
年
10
月
に
篤
志
家

か
ら
呼
続
公
園
噴
水
前
に
少
女
像
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
除
幕

式
が
来
賓
多
数
を
迎
え
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

昭
和
60 (1985

）
年
か
ら
保
護
司
の

職
務
遂
行
の
た
め
、
小
学
校
区
部
会
を

年
2
回
以
上
、
中
学
校
区
部
会
を
年
1

回
以
上
実
施
し
、
知
識
能
力
の
向
上
と

保
護
司
組
織 

の
機
能
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。 

令
和
７(2025

）
年
4
月
現
在
、
本

会
は
、
総
務
部
会
、
広
報
情
報
部
会
、

研
修
部
会
、
育
成
指
導
部
会
及
び
犯
罪

予
防
部
会
の
５
部
会
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。 平

成
30(2018)

年
8
月
24
日
南
区

役
所
1
階
に
更
生
保
護
活
動
の
拠
点
と

な
る
「
南
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
」
を
開
所
し
ま
し
た
。

開
所
式
及
び
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
は
区
役

所
に
お
い
て
名
古
屋
保
護
観
察
所
長
、

南
区
長
、
南
警
察
署
長
な
ど
来
賓
多
数

を
お
迎
え
し
執
り
行
い
ま
し
た
。
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
現
在
、
企
画
調

整
保
護
司
21
名
が
交
代
で
常
駐
し
て
い

ま
す
。
保
護
観
察
対
象
者
と
の
面
接
の

場
と
し
て
、
保
護
司
の
処
遇
会
議
、
情

報
交
換
、
保
護
司
会
の
運
営
会
議
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

２　

活　

動 

保
護
司
が
職
務
を
完
全
に
遂
行
す
る

た
め
、
昭
和
62 (1987

）
年
4
月
か
ら

地
域
別
定
例
研
修
会
を
年
３
回
開
催

 

１　

沿　

革 

本
会
の
事
務
所
は
、
当
初
南
警
察
署

内
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
34

（1959

）年
か
ら
は
南
区
役
所
区
民
室
、

平
成
３
（1991

）
年
4
月
か
ら
地
域

振
興
課
、
平
成
17
（2005)

年
4
月
に

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
、平
成
28
（2016)

年
4
月
に
地
域
力
推
進
室
、
平
成
30

（2018

）
年
4
月
か
ら
総
務
課
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。

当
保
護
区
は
、
中
央
部
を
南
北
に
走

る
国
道
1
号
線
を
境
に
、
東
部
は
笠
寺

台
地
に
早
く
か
ら
人
が
住
み
尾
張
四
観

音
の
ー
つ
笠
寺
観
音
や
見
晴
台
遺
跡
な

ど
歴
史
的
に
由
緒
あ
る
処
も
少
な
く
な

い
。
西
部
は
、そ
の
昔
、年
魚
市
潟(

あ

ゆ
ち
が
た)

と
呼
ば
れ
た
干
潟
地
で
製

塩
が
盛
ん
で
、
新
田
が
開
発
さ
れ
た
。

現
在
は
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
総

合
体
育
館
）
や
大
規
模
商
業
施
設
が
立

地
し
て
い
ま
す
。
南
部
は
鉄
鋼
、機
械
、

金
属
、
化
学
な
ど
の
工
場
が
集
積
し
市

内
有
数
の
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
て

い
ま
す
。 

昭
和
29
（1954

）
年
6
月
10
日
に

設
立
し
た
保
護
司
助
成
会
は
、
平
成
27

（2015

）
年
に
名
称
を
保
護
司
協
力
会

に
改
め
、
毎
年
7
月
に
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
員
数
は
高
齢
化
に
伴
な

い
当
初
９
８
５
名
か
ら
現
在
３
４
７
名

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
協
力
会
役
員
は

保
護
司
会
理
事
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
保
護
司
会
総
会
は
５
月
に
、

南区更生保護サポートセンター開所式
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し
、
平
成
19 (2007

）
年
か
ら
自
主
研

修
会
を
東
部
、
西
部
地
区
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

保
護
司
の
識
見
向
上
を
図
る
た
め
愛

知
県
更
生
保
護
大
会
、
中
部
地
方
保
護

司
代
表
者
協
議
会
、
研
修
担
当
保
護
司

研
修
会
等
、
各
種
研
修
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

 “

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動”
は
、

各
学
区
や
中
学
校
区
単
位
で
、
駅
前

や
ス
ー
パ
ー
前
等
で
幟
旗
を
立
て
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
印
刷
物
を
配
布
し
啓
発

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29(2017)

年
か
ら
南
区
長
を

委
員
長
と
し
て
、
南
区
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
社
明

運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
南
区
優
秀
作
品

の
生
徒
、
児
童
に
よ
る
朗
読
、
大
会
宣

言
の
採
択
、
主
催
者
及
び
来
賓
に
よ
る

懸
垂
幕
の
掲
揚
や
区
役
所
来
庁
者
や
通

行
人
の
方
に
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
配
布
し
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
9 (1997

）
年
に
始
ま
っ
た

対
象
者
の
社
会
参
加
活
動
は
、
平
成

29(2017)

年
か
ら
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
大
江
川
緑
地
公
園
で
実
施
し
て
い

ま
す
。 

平
成
2 (1990

）
年
10
月
、
サ
ン
テ

ラ
ス
新
瑞
前
で
始
ま
っ
た
「
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」
は
、
令
和

6 (2024

）
年
10
月
に
西
部
は
ア
ピ
タ

名
古
屋
南
店
前
、
東
部
は
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
ア
ラ
タ
マ
店
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
瑞
橋
前
歩
道
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
司
の
識
見
を
高
め
る
た
め
、
毎

年
、
更
生
保
護
施
設
や
矯
正
施
設
へ
の

視
察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

28(2016)

年
か
ら
更
生
保
護
女
性
会

と
合
同
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
は
瀬
戸
少
年
院
、
令
和
５
年
は
名
古

屋
拘
置
所
を
30
名
が
視
察
し
た
ほ
か
、

こ
の
10
年
間
に
岐
阜
県
更
生
保
護
施
設

光
風
荘
、
豊
ヶ
岡
学
園
、
岡
崎
自
啓
会
、

名
古
屋
刑
務
所
、
三
重
県
更
生
保
護
施

設
上
弁
財
荘
、
豊
橋
刑
務
支
所
、
更
生

保
護
施
設
立
正
園
、
愛
知
少
年
院
を
訪

れ
ま
し
た
。

平
成
26(2014)

年
か
ら
南
保
護
区

保
護
司
会
だ
よ
り“

ひ
ま
わ
り”

を
発

行
し
、
更
生
保
護
関
係
者
や
各
学
区
区

政
協
力
委
員
を
は
じ
め
広
く
区
民
に
配

布
し
保
護
司
会
活
動
の
広
報
に
努
め
て

い
ま
す
。

平
成
27(2015)

年
か
ら
南
区
民
ま

つ
り
会
場
に
保
護
司
会
ブ
ー
ス
を
設
け

更
生
保
護
女
性
会
員
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
の

協
力
を
得
て
薬
物
乱
用
防
止
ク
イ
ズ
、

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
や
南

警
察
署
の
薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
展
示
に
よ
り
保
護
司
会
活
動
の
紹

介
や
薬
物
乱
用
防
止
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

３　

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

本
会
の
総
会
、
理
事
会
、
各
種
研
修

会
等
は
、
南
区
役
所
の
格
別
な
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
円
滑
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会
、
協
力
雇
用
主
、

名
古
屋
南
区
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
は
担
当

保
護
司
が
中
心
と
な
り
連
携
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
会
で
は
南
警
察
署
や
少
年
補

導
委
員
会
と
協
力
し
、
毎
年
2
月
２
日

の
笠
寺
観
音
節
分
前
夜
祭
巡
視
活
動
や

毎
年
10
月
に
薬
物
乱
用
防
止
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
犯
罪
予
防
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
と
は“

社
会
を
明
る
く
す

る
運
動”

や“

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用

防
止
運
動”

を
通
し
て
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
応
募
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
に
よ
り
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
3(1991

）
年
か
ら
各
学
区
区

政
協
力
委
員
の
協
力
を
得
て
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
の
チ
ラ
シ
を
町
内
会
へ

組
回
覧
し
て
い
ま
す
。

第 75回第 75回社会を明るくする運動社会を明るくする運動

主唱　法務省

“社会を明るくする運動”南区推進委員会

 南区役所　南保護区保護司会　南保護区保護司協力会

 南区更生保護女性会　名古屋南地区 BBS 会　　

このチラシの作成費用の一部に「赤い羽根共同募金」の配分金が使われています。

7 月は強調月間です

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
を
築
く
全
国
的
な
運
動
で
す

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力

撮影地

笠寺観音（南区）

瀬戸少年院 視察
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研
修
部
会
は
保
護
司
の
実
務
上
、
必

要
な
知
識
や
全
般
的
な
技
術
水
準
向
上

を
図
る
地
域
別
定
例
研
修
会
を
３
回
行

い
ま
し
た
。

　

第
１
回
は｢

保
護
司
会
と
協
力
組
織

と
の
連
携
の
あ
り
方｣

第
２
回
は｢

各

種
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て｣
第
３
回

は｢
息
の

長
い
支
援

が
必
要
な

事
案
の
処

遇
に
つ
い

て｣

を
保

護
観
察
官

か
ら
実
例

を
交
え
て

の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
主
研
修
会
は
令
和
６
年
10
月
29
日

に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
開
催
し
経
験
豊
富
な
保
護
司
の
事
例

発
表
の
後
、
保
護
司
同
士
で
情
報
や
意

見
交
換
を
し
て
活
動
の
資
質
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
会
は
令
和
６
年
11
月
28
日

に
実
施
し
、
午
前
は
紅
葉
鮮
や
か
な
虎

渓
山
永
保
寺
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
厳
か
な
た
た
ず
ま
い
の
国
宝

名
古
屋
南
地
区
B
B
S
会
の
紹
介

　
　
　

事
務
局
長　

小
川
史
貴

　
研
修
部
会
に
つ
い
て

 　
　
　
　

部
会
長　

渡
邉
賢
次

　
犯
罪
予
防
部
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

部
会
長　

山
盛
和
美

　

私
た
ち
名
古
屋
南
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は

現
在
会
員
数
が
10
名
（
社
会
人
7
名
、

学
生
3
名
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
名
古
屋
市
在
住
者
だ
け
で
な
く
愛

知
県
全
域
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
、
８
月
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
調
理
室

を
借
り
て
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
少
年

と
一
緒
に
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
な
ど

の
料
理
を
し
て
食
べ
て
、
ル
ー
ル
が
簡

単
で
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
更
生
保

護
施
設
が
開
催

す
る
地
域
の
清

掃
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
愛

知
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連

盟
の
交
流
会
、
中
部
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

が
主
催
す
る
研
修
に
も
参
加
し
て
他
地

区
、
他
県
の
会
員
と
の
交
流
や
研
さ
ん

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
少
年
と
会
員
が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
い
居
場
所
を
作
る
こ
と
を
目
指

し
て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

開
山
堂
を
は
じ
め
と
す
る
山
堂
や
国
宝

観
音
堂
を
始
め
と
す
る
伽
藍
が
配
置
さ

れ
た
境
内
を
散
策
し
癒
し
の
世
界
に
浸

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
昭
和
９
年
、
我
が
国
で
３
番

目
に
設
立
さ
れ
た
長
い
伝
統
を
誇
る
瀬

戸
少
年
院
を
視
察
し
ま
し
た
。

在
院
者
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
矯
正
教

育
を
５
つ
の
指
導
領
域
（
生
活
・
問
題

行
動
・
職
業
・
教
科
・
体
育
）
を
主
に

健
全
育
成
に
処
す
る
処
遇
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。　

尚
、
視
察
当

日
の
在
院
者
は
78
名
と
の
こ
と
で
し
た

(
定
員
は
１
６
０
名)

。

　

今
回
、
矯
正
の
現
場
を
直
接
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
我
々

の
活
動
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
共

に
、
充
実
し
た
視
察
研
修
会
で
あ
り
ま

し
た

補
導
委
員
及

び
南
警
察
署

も
参
加
し
て

リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
絆
創
膏
、

テ
ィ
シ
ュ
を

声
を
か
け
な

が
ら
配
布
し

ま
し
た
。

節
分
前
夜
祭
パ
ト
ロ
ー
ル

令
和
7
年
2
月
1
日
午
後
6
時
、
南

区
の
保
護
司
と
少
年
補
導
委
員
約
70
名

が
笠
寺
交
番
前
に
集
合
し
、
笠
寺
観
音

節
分
前
夜
祭
で
賑
わ
う
境
内
や
そ
の
周

辺
を
４
コ
ー
ス
に
分
か
れ
巡
視
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

家
族
連
れ
、

お
年
寄
り
や
若

い
人
な
ど
例
年

よ
り
人
の
出
が

多
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
沿
道
や
境
内
に
は
屋

台
が
多
数
出
て
お
り
、
境
内
の
提
灯
の

明
か
り
が
節
分
前
夜
祭
に
ふ
さ
わ
し
い

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。「
皆

さ
ん
の
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
が
非
行
や
犯

罪
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
の
南

署
員
の
あ
い
さ
つ
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

令
和
６
年
10
月
10
日
に
麻
薬
覚
醒
剤

乱
用
防
止
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

ア
ピ
タ
名
古
屋
南
店
と
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
ア
ラ
タ
マ
店
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
新
瑞
橋
前
歩
道
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
区
の
保
護
司
、
少
年

  

麻
薬
覚
醒
剤
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

永保寺にて
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南
区
更
生
保
護
女
性
会
は
今
年
で
27
年

目
を
迎
え
ま
す
。
活
動
と
し
ま
し
て
は
保
護

司
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会,

愛
知
県
内
の
更
生
保
護

施
設
、
立
正
園
の
行
事
に
１０
の
更
生
保
護
女

性
会
の
団
体
と
の
協
力
で
施
設
の
入
居
者
と

共
に
小
幡
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
暮
の
餅
つ
き

大
会
への
参
加
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
大
掃
除
な

ど
の
行
事
で
す
。

令
和
6
年
7
月
に
は
名
古
屋
ブ
ロッ
ク
研

修
会
が
南
区
役
所
講
堂
で
開
か
れ
保
護
観

察
所
長
、
南
区
長
、
県
更
生
保
護
女
性
会

連
盟
会
長
は
じ
め
南
保
護
司
会
会
長
そ
し

て
南
区
を
除
い
た
15
区
の
女
性
会
会
長
、
副

会
長
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
会
員
の
皆
様
に

は
手
分
け
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
無
事
研

修
会
を
終
わ
ら
せ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
更
生
保

護
女
性
会
は
こ
れ
か

ら
も
会
員
の
皆
様
と

共
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
願
って
お
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
保
護
司
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
福
井
志
保

　

保
護
司
退
任
に　
　
　

当
た
っ
て
あ
る
日
突

然
、
学
区
の
先
輩
か

ら
保
護
司
を
や
っ
て

く
れ
な
い
か
、
と
書
類
持
参
で
依
頼

さ
れ
た
の
が
私
の
保
護
司
の
始
ま
り
で

す
。

　

着
任
１
週
間
で
面
談
が
入
り
ま
し

た
。
進
め
方
が
よ
く
分
ら
ず
右
往
左
往

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
の
人
た
ち
は
笑
顔
を
見
せ
る

も
彼
ら
の
心
の
中
は
本
音
が
見
え
ず
気

持
ち
が
分
る
ま
で
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
掛

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
の
個
性
が
あ
る
程
度
分
る
ま

で
に
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
人
対
人
。
胸
の
内
に
入
り

込
む
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
自
分
の
勉
強
に
大
変
役
に

立
つ
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
体
験
し
た
気

持
ち
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
つ
つ
今
後

の
生
活
に
役
立
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
又
、
長

い
間
諸
先
輩
に
見
守
っ
て
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

　
「
尊
い
お
役
目
が
あ

る
け
れ
ど
一
緒
に
ど

う
で
す
か
？
」
二
年

ほ
ど
前
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
時

代
の
大
先
輩
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
保
護
司
」

と
言
う
存
在
は
知
って
は
い
る
も
の
の
、
え
？

こ
の
私
が
？
と
言
う
感
じ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
司
の
切
な
い
事
件
が
起
こ

り
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
そ
の
尊
敬
す

る
大
先
輩
か
ら
幾
度
と
な
く
一
度
しっか
り

考
え
な
さ
い
と
お
伝
え
が
あ
り
、
社
会
の
お

役
に
立
ち
そ
し
て
自
分
を
見
つ
め
る
良
い
機

会
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
と
懇
々
と
言
わ
れ
続

け
ま
し
た
。

　

世
の
た
め
人
の
た
め
に
成
る
な
ら
ば
と
何

十
年
か
振
り
の
履
歴
書
を
書
き
審
査
を
待

ち
ま
し
た
。
随
分
待
っ
た
気
が
し
ま
す
。
自

身
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
は
間
違
って
い
な

か
っ
た
か
、い
ま
目
指
し
て
い
る
ゴ
ー
ル
は
正

し
い
道
な
の
か
自
問
自
答
の
毎
日
で
し
た
。

　

実
際
、
保
護
司
に
な
り
保
護
観
察
対
象

者
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、

自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
き
こ
の
方
を
精一杯
の

想
い
で
理
解
し
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

尊
敬
で
き
る
先
輩
先
生
に
教
え
を
被
り
な

　
　
退
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
横
井
良
典

　
豆
腐
ス
テ
ー
キ

材
料
（
2
人
分
）

　

木
綿
豆
腐　

一
丁　

た
ら
こ　

50
ｇ

　

ネ
ギ
（
粗
み
じ
ん
）
1
本

調
味
料

　

み
り
ん　
　

大
さ
じ
１
（
弱
）

　

し
ょ
う
ゆ　

大
さ
じ
1
（
弱
）

　

だ
し
汁　

60 

cc

　

小
麦
粉　

適
量　

サ
ラ
ダ
油
・
ご
ま
油

作
り
方

①
　
豆
腐
は
ザ
ル
に
上
げ
、
10
分
程
お
い
て

水
切
り
し
縦
半
分
に
切
っ
て
か
ら
1.5
㎝
幅
に

切
る
。

②　

た
ら
こ
は
皮

に
包
丁
を
入
れ
身

を
出
し
ほ
ぐ
す

③　

①
の
豆
腐
に

小
麦
粉
を
う
す
く
ま
ぶ
し
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ

ラ
ダ
油
大
さ
じ
２
を
熱
し
て
並
べ
入
れ
弱
め

の
中
火
で
両
面
こ
ん
が
り
と
焼
き
、
器
に
取

り
出
す
。

④　

③
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
洗
い
、
ご
ま
油
大

さ
じ
1
杯
半
を
熱
し
粗
み
じ
ん
に
切
っ
た
ね

ぎ
を
炒
め
調
味
料
を
加
え
煮
立
て
、
そ
こ
に

②
の
た
ら
こ
を
加
え
て
サ
ッ
と
火
を
通
し
た

ら
③
の
豆
腐
に
か
け
出
来
上
り
。

が
ら
沢
山
学
び
沢
山
成
長
し
今
後
も
歩
ん

で
い
き
た
い
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　
ひ
・
と
・
や
・
す
・
み

　
　
　
　
　
　
ま
さ
子

｛

　
　
活
動
を
終
え
て

　
　
　

更
生
保
護
女
性
会
長　

田
中
正
子
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令
和
6
年
５
月
24
日

　
　
　

久
野　

三
月　
（
笠
東
）　

令
和
6
年
11
月
30
日

　
　
　

竹
内　

律
子　
（
白
水
）

令
和
７
年
５
月
24
日

　
　
　

阿
部　

薫
仁　
（
道
徳
）　

　
　
　

横
井　

良
典　
（
春
日
野
）

　
　
　

菅
井
三
枝
子　
（
大
磯
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
６
月
26
日
発
行

南
保
護
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　

広
報
情
報
部
会

名
古
屋
市
南
区
前
浜
通
３
｜
10

　

南
区
役
所
区
政
部
総
務
課
内

  

電
話  

０
５
２
（
８
２
３
）
９
３
１
２

　
F
A
X
０
５
２
（
８
１
１
）
６
３
６
０　

新
任
保
護
司
の
紹
介

令
和
６
年
11
月
25
日

　
　
　

安
井
多
真
美　
（
桜
）

　
　
　

村　
　

哲
雄　
（
春
日
野
）

令
和
７
年
５
月
25
日

　
　
　

近
藤　

晶
子　
（
笠
寺
）

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

退
任
保
護
司
の
紹
介

　
　
桜
学
区
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
照
泰

太
古
よ
り
人
々
が
暮
ら
す
笠
寺
台
地「
松

巨
島
」
の
北
東
部
、
櫻
村
・
新
屋
敷
村
あ
た

り
が
現
在
の
桜
学
区
で
す
。

鎌
倉
街
道
や
塩
付
街
道
が
通
り
、
名
勝

旧
跡
も
多
く
、
三
種
の
神
器
「
草
薙
剣
」
が

作
ら
れ
た
伝
説
が
残
る
鳥
栖
八
剱
社
で
は

近
年
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
生
息
が
確
認
さ
れ
保

護
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

櫻
村
の
名
残
か
ら
桜
本
町
・
桜
台
と
、
桜

の
名
が
つ
く
所
が
数
多
く
存
在
し
、
学
区
の

看
板
に
も
な
って
い
る
鯛
取
通
の
桜
並
木
は

昭
和
40
年
代
終
わ
り
頃
、
市
電
廃
止
に
伴

う
道
路
整
備
時
に
植
え
ら
れ
現
在
ま
で
大

切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
春
に
は
沢

山
の
花
を
付
け
る
自
慢
の
桜
並
木
と
な
り
、

日
頃
の
清
掃
活
動
や
樹
木
の
植
替
え
・
管
理

活
動
は
地
域
交
流
の
場
と
なって
い
ま
す
。

学
区
の
花
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
の
花
言
葉
の　

一
つ
に
「
自
然
の
美
し
さ
を
失
わ
な
い
」
と

あ
り
、
郷
土
を
大
切
に
し
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
桜
学
区
は
目
指
し
て
い
ま
す
。 鯛取通り 桜並木

法
務
大
臣
表
彰

　
　
　
　

宮
川
委
久
代　
（
伝
馬
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰　
　

　
　
　
　

石
田　

牧
子　
（
明
治
）

　
　
　
　

石
川
来
民
造　
（
笠
寺
）　　

　
　
　
　

山
盛　

和
美　
（
柴
田
）

　
　
　
　

山
田　

好
恵　
（
道
徳
）

中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
表
彰

　
　
　
　

山
田　
　

宏　
（
明
治
）

　
　
　
　

横
井　

良
典　
（
春
日
野
）

　
　
　
　

鏡
味　

道
子　
（
笠
寺
）

中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　

竹
内　

律
子　
（
白
水
）

　
　
　
　

中
村
実
知
子　
（
笠
寺
）

中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　

（
家
族
功
労
）

　
　
　
　

大
矢
紀
代
子　
（
豊
田
）

　
　
　
　

細
江
登
美
子　
（
道
徳
）

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　

成
田　

由
己　
（
明
治
）

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　

（
家
族
功
労
）

　
　
　
　

宮
川　

一
壽　
（
伝
馬
）

愛
知
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

　
　
　
　

田
中
研
一
郎　
（
宝
南
）

　
　
　
　

間
宮　

伸
恵　
（
宝
）

　
　
　
　

青
山　

道
乃　
（
桜
）

　
　
　
　

鬼
頭　

恵
助　
（
呼
続
）

　
　
　
　

為
井　

正
雄　
（
笠
東
）

　
　
　
　

藤
田　

健
司　
（
大
磯
）

　
　
　
　

堀
口
三
千
代　
（
大
磯
）

令
和
６
年
度

受 　

彰　

 

者


